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タ イ ル の 貼 り 付 け 面 の 温 度 応 力 の 解 析 　 同 平居孝之
・2

　　　　　 　　 （ そ の 2 　 解 析 結 果 ）

　 1　 序

　仕上げ タ イ ル に 生 じ る温度応力の 解析結果を報告す る 。 解析 の 方法 は 前報 そ の 1に 説明 して い る。

　 2　解析 モ デル

　図 1に 示すような厚さ 14cm の鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト壁に厚さ lcm で 長さ23cm の タ イ ル が目地幅を 1c

m として 貼 り付 けられ て い る場合で 、 図 1 の 網掛 けを した 部分 を取 り出 し て 解析す る 。 こ の部分は対称性か ら 、

上 面 と下面 で 面 に 垂直 な方向 の 変位 が 0 と な る 。 表 1 の よ う に 目地 モ ル タ ル の 無 い 場合 、 目地 モ ル タ ル の 厚 さ

が タ イ ル の 厚 さの 1／ 4 、 1／ 2 、 3 ／ 4 の 場合 、 お よ び タ イ ル 厚 さと 同 じ 目地 モ ル タ ル の 場合 の 5 種類の モ

デ ル を設定 して 解析す る。

　図 2 の ように 、 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト壁 と タ イ ル と目地 モ ル タ ル の 3 つ の ブ ロ ッ ク に 分け 、 そ れ ぞ れ ヤ ン グ率を

2 × 105 、3 × 105 、 1。5XlO5kgf ／cm2 と し 、
い ず れ もボ ア ソ ン 比が 0 ，2 で 平面歪状態 とす る。 線膨

張係数 lO “5
／ ℃ の タ イ ル の 温度 が 10 ℃ 上昇 し た 場合 に つ い て 、前報その 1の 図 3 と同様 に 、 モ デ ル の 上面

と下面 で 面 に 蕪直方向の 変位が 0 、 ブ ロ ッ ク の 接合面 で は応力が釣 り合 い 、 それ らの 応力 が 作用 して変形し た

後 の 位置が同 じに なるとい う条件 を設定す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 　解析結果

　　　　　　　　　 　　　　　　　　 コ ン ク リート壁 と タ イ ル の 貼 り付 け面 に 作用す る応力度 の 計算結果 を 、

　　　　　　　　　　　　　　　　 面に平行 な方向の せ ん断応力度に つ い て 図 3 に 、 面 に 垂直 な方 向の 垂直

　　　　　　　　　 　　　　　　　 応力度 の 計算結果 に つ い て 図 4 に 示す 。 ま た コ ン ク リ
ー

ト壁 と 目地 モ ル

コ ン ク リート壁
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解 析部分

表 1　 解析 モ デ ル の 種類
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図 2　解析 モ デ ル と要素分割
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タル の接合面 に作用す る応力度 の 計算結果 を 、 面 に 平行な方向の せ ん 断応力度に つ い て 図 5に 、 面 に 垂直 な方

向 の 垂直応力度 の 計算結果 に つ い て 図 6 に 示す 。

　 4 　考察と結論

　 タ イ ル の 温度 が 上昇す る た め に コ ン ク リ
ー

ト壁 と タ イ ル の 貼 り付 け 面 に 作用 す る応力度 は 、 目地 モ ル タ ル が

無 い とか な り大 きく、 また 目地 モ ル タ ル が 厚 い ほ ど小さ い 傾向 に な る 。 こ の こ とから タ イ ル の 剥離は 、 目地 モ

ル タ ル が 有る場合 に 比 べ て 無 い 場合 に きわめ て 発生 し易す く、 ま た 目地 モ ル タル が薄い ほ ど 発生 し易 い と言 え

る 。

　貼り付け 面 に お け る応力状態 は、タ イ ル の 端 で は圧縮 せ ん 断 に な り、 端か ら少し離れ た位置で引張 せ ん 断 に

な る 。 従 っ て初期の剥離の 発生 は 、 せ ん 断応力度に よ り端 部か ら剥離するような場合 と 、 端か ら少し離れ た位

置で引張応力度に よ り部分的に剥離す るよ うな場合が考 え られ る。

　目地 モ ル タ ル と コ ン ク リート壁 の 接合面 で は 、 圧縮 の 垂直応力度 が 作用 す るの で 引張応力度 に よ る 目地 モ ル

タ ル の 剥離 は無 い が、せ ん 断応力度 に よ り剥離す る可能性 が あ る 。
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図 3 　 コ ン ク リー ト壁 と タ イ ル の

　　　貼 り付け面上 に 作用す るせ ん 断応力度　 τ ． v

図 4 　コ ン ク リ
ー

ト壁 と タ イ ル の

　　　貼り付け 面 上 に 作用す る垂直応力度　 σ x
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図 5　 目地 モ ル タ ル と コ ン ク リー ト壁 の

　　　接合面上 に 作用す る せ ん 断応力度　 τ ． y
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図 6 　 目地 モ ル タル と コ ン ク リート壁 の

　　　接合面上 に 作用する垂直応力度　 σ x
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